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   教育委員会定例会（平成２５年１０月）会議録    

１ 日   時 平成２５年１０月９日（水）１５：００～１７：００ 

２ 場   所 新居浜市庁舎３階 応接会議室 

３ 出 席 者 委 員 長  宮内 文久 

委    員   長野 美和子 三木 由紀子 伊藤 嘉秀 

教 育 長   阿部 義澄 

事務局長  藤田 佳之 

総括次長  木村 和則 

次  長  横井 敏行 坂本 睦美 

課  長  加藤 京子 横井 邦明 渡辺 環 伊藤 繁次郎 

４ 教育長の一般報告 教育長の報告 

９月分行事報告及び１０月分行事予定について 

その他 

５ 記録者氏名 社会教育課 岡部 文仁 

６ 会議の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜議 案＞ 

 議案第３０号 新居浜市市民文化センター運営審議会委員の委

嘱について 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係について＞ 

 

＜その他＞ 

（１）別子小中学校について 

（２）学校給食費の未納状況等について 
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宮内委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは定刻がまいりましたので、ただ今から平成２５年第１０

回新居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員は、三木委員さんと伊藤委員さんにお願い

いたします。会期は本日限りといたします。 

 平成２５年第９回定例会会議録の承認につきましては、長野委員

さんと三木委員さんにご署名をいただいております。 

 それでは、教育長さんの一般報告をお願いいたします。 

 

それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧ください。 

 ９月の主な行事についてご報告いたします。 

１６日 船木中学校以外の中学校で、台風の影響で延期されまし

た運動会が、ちょうどよい湿り気の中で開催されました。船木中学

校は１７日に開催されました。 

１８日 コミュニティカレンダーについて、船木校区での説明会

に参加いたしました。 

１９日 アームレスリング世界大会マスターズ９０㎏級で優勝

した山内豊徳氏が市長表敬訪問され、新居浜市スポーツ賞を授与さ

れました。 

２０日 市議会本会議が開催され、委員長報告等の後、議案等に

ついてそれぞれに議決をいただきました。 

２２日 小学校の運動会が開催されました。各学校で競技の中

で、郷土芸能や全学年での競技等いろいろな取組を工夫されていま

した。教育委員会から来賓として参加していただきました教育委員

さん、事務局の職員の方々ご苦労様でした。感想等がありましたら

後ほどご披露をお願いいたします。 

２５日 中学校の市内一斉の「学校へ行こう日（デイ）」が実施

されました。特別な行事で参観者を増やすのではなく、日々の授業

の実践で保護者や地域の方々の積極的な参加を得ることができれ

ばと思います。学校では子どもたちに学力をつける改善が図られた

授業を見ていただければと思っています。 

２６日 新居浜東高等学校の３年生が中心になる高校生ボラン

ティアサークルＭａｙが、「交流一大体験ゾーン in 新居浜 私たち

が創る未来へ」のテーマで２９日に、今年で第２回目となるイベン

トを開催することを市長へ報告に来られました。 

２７日 泉川公民館で泉川校区のコミュニティカレンダーにつ

いての説明会が開催されました。 



 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８日 愛媛県立新居浜特別支援学校の第３回秋季大運動会が

「まぶしい笑顔 ひかる汗 二イトク青春運動会」のテーマで元気

に開催されました。昨年は、途中から台風の影響による降雨で競技

が中止され大変残念な思いをしましたが、今年は素晴らしい運動会

日和に恵まれて開催することができました。小学部から高等部まで

の約１５０名の児童生徒と指導の先生方の工夫が随所に見られま

した。  

王子幼稚園と神郷幼稚園の運動会が開催されました。 

２９日 ８月５日から８日までの期間に実施されました市ＰＴ

Ａ連合会主催の「陸前高田ボランティア活動と交流会」に参加した

市内中学生４８名とスタッフ１０名の方々の活動報告会が開催さ

れました。お手元に記念誌をお配りしています。市Ｐ連が募集して

集まった子どもたち４８名が、陸前高田市でボランティア活動をし

てきたその報告書です。後ほどゆっくりご覧ください。 

３０日 第２４回新居浜市中学生英語スピーチコンテストが実

施されました。今年は、市内１０中学校からの代表弁論者と市内中

学生、保護者、教員等約４００人の参加がありました。第一席には、

泉川中学校の田中 彩葉さんの「Ｔｈａｎｋｓ（感謝）」。第二席に

は、東中学校の髙橋 絵里花さんの「Ｍｅｅｔ ａｎｄ Ｓｍｉｌ

ｅ！（ミート アンド スマイル！）」。第三席には、西中学校の岡

添 郁さんの「Ｔｏ Ｂｕｉｌｄ ａ Ｇｏｏｄ Ｆｒｉｅｎｄｓ

ｈｉｐ（良き人間関係を築くために）」が選ばれました。３名とも

に美しい発音で、堂々と自分の考えを主張していました。    

１０月１日～２日 市内中学校新人体育大会が開催されました。

お手元に団体競技の結果表をお配りしています。 

１日 第２８回新居浜市民俳句大会が１８３名の投句者（６５８

句）の参加を得て開催されました。 

３日 福岡県太宰府市議会から「障がいや発達課題のある子ども

への一貫した支援体制の整備について」の行政視察があり、発達支

援課の取組が報告されました。 

４日 市内統一小学校「学校へ行こうデイ（日）」が開催されま

した。 

５日 別子銅山を読む講座「旧泉寿亭とその周辺の話」が別子銅

山記念図書館で開催されました。 

６日 第４４回新居浜市民体育祭の開会式は台風の影響が心配

されましたが、無事盛大に行うことができました。市民の体育向上



 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に貢献された新居浜市陸上競技協会 松木 博氏、新居浜市ハンド

ボール協会 加藤 久勝氏、船木校区体育振興会 合田 修身氏、

宮西校区体育振興会 村上 恵一氏に新居浜市体育功労賞、また、

全国大会で優秀な成績を収められたテニス競技の滝本 祐也氏、ウ

エイトリフティング競技の脇 光乃里氏、バウンドテニス競技の白

石 祐司氏、ソフトテニス競技の矢野 美咲氏、伊藤 莉奈氏、バ

ドミントン競技の橋本 友記氏、山田 智寛氏、セーリング競技の

一宮グループ、米谷建設株式会社チームのみなさんに新居浜市スポ

ーツ賞が授与されました。今後とも新居浜市民に夢や希望を与えて

ほしいものです。 

平成２５年度生き生き幸せフェスティバルが、ふれあいプラザで

開催されました。 

８日 第２回地域発達支援協議会がこども発達支援センターで

開催され、平成２７年４月開校予定の東予地域肢体不自由特別支援

学校の設置説明や発達支援施策の取組状況について報告されまし

た。 

その他､１０月の主な行事予定について報告を申し上げます。 

１１日 中学生海外派遣事業研修会・結団式・壮行会 

（文化振興会館） 

    船木中学校ひびき分校運動会 

    人権のつどい日 

 １５日～１８日 地方祭 

１９日 中学生海外派遣事業研修会 

（伊藤幸男氏講演会「アメリカでの滞在について」） 

 ２１日 中学校の修学旅行が開始  

 ２２日～２５日 決算特別委員会 

２３日 第４９回新居浜市小学校陸上記録会（東雲競技場） 

       愛媛県公立幼稚園教育研究協議会東予支部研究会 

（王子幼稚園） 

２４日 第６３回新居浜市美術展覧会前期展（～２９日） 

（郷土美術館） 

２６日 中学生海外派遣事業出発（～１１月５日） 

 第５８回秋の芸術祭（～１１月４日） 

（文化センター大ホール他） 

２７日 平成２５年度新居浜市総合防災訓練 (宮西校区) 

 ＳＳＴ研修会(ふれあいプラザ) 
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 宮内委員長 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮内委員長 

 

 

 阿部教育長 

 

 

３１日 第６３回新居浜市美術展覧会後期展（～１１月５日） 

        第５１回愛媛県高等学校定時制通信制生徒生活体験発

表会（新居浜西高等学校） 

 以上で、一般報告を終わります。 

  

ありがとうございました。ただいまの教育長さんの一般報告につ

いて、何かご質問やご意見等はございませんでしょうか。 

コミュニティカレンダーとはこれでしょうか。 

 

はい。お手元に、横浜の東山田中学校区のコミュニティカレンダ

ーをお配りしています。東山田中学校は平成１７年に開校された新

しい学校で、またその学校の中にコミュニティセンターが作られて

います。今、学校と地域との一体化という取組がされて、そして地

域でどういう子どもたちを育てていくか、そういうふうな取組がな

されています。それを全家庭へ、地域住民へ広げようとしています。

学校支援地域本部事業、または来年度から実施しようとしているユ

ネスコスクール等、やはり地域の支援をいただかなければならない

ことも多分にありますので、まずモデル的に船木校区と泉川校区で

したいと考えています。学校や校区の思いは、前のページに地域で

学校支援地域本部として整理してもらい、実際の活動につきまして

は、児童生徒に関わる学校行事や地域行事をカレンダーに記入し、

台所や子どもたちの自分の部屋に置いてもらいます。そして、子ど

もを持たない一般家庭にも配ることで、今小中学校がどのような行

事をしているかというのがより分かりやすいというのが、このコミ

ュニティカレンダーです。また、公民館を中心に小中学校の代表、

地域団体の長が集まって話し合いをすることによって、行事への学

校理解が進むのではないかとそのあたりを期待しております。一応

両地区ともやろうということで、来年の５月の連休後には地域全体

に配れるように、実行委員会を作って学校地域が進めております。 

 

ゆくゆくはこの新居浜全域で、運動を広めていこうということで

すね。 

 

そういうことになればいいです。ただ、強制することはできない

ので、まずはモデル地域ということでやってもらいます。 
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 宮内委員長 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮内委員長 

 

 

 

他にご意見ご質問のある方はいらっしゃいますか。 

 

先ほど言いました陸前高田ボランティアの生徒たちの感想など

があるのですが、特に３班、６班、７班、８班の子どもたちを見て

いただけたらと思います。まずは１１ページの真ん中に「支援はブ

ームじゃない、絶対に忘れてはいけない、完全に復興するまでは、

どんなに小さなことでもいいから、僕たちにできることをやり続け

ましょう。」とあります。やはり、あの震災から１年目２年目は、

各学校でもすごくいろいろ取り組んだと思います。しかし、今はも

う復興しているのではないかとマスコミなどに言われていると思

いますが、実際はそのようなことを感じた子がいます。２３ページ

の真ん中には、「僕は「家があるということ」「帰る場所があること」

この二つが当たり前だと思っていたけれど、全く違うことをこのボ

ランティアに参加して思い知りました」と、また、２７ページの上

から４行目には、「実際に行って思ったことは、まだぜんぜん復旧

が進んでおらず。思っていたよりも復興まで進むのに時間がかかっ

ていたことです。自分の中では、もう家もほとんど建てられていて、

少し震災のおもかげが残っているくらいかと思っていたので、実際

に見たこととぜんぜん違っていたので、とてもおどろきました。」

と、そして、３２ページの上から３行目には、「３年の月日が流れ、

「復興が進んでいる」という明るい報道に、私たちは安心感を覚え

ているだろう。だが現実は大きく違った。「まだ復旧段階なのに復

興なんてとんでもない。」」とあります。 

マスコミで流れていることと実際に行って見た時の違い、私も直

接行った子どもたちから「路地へ入ったら全く進んでいないし、海

岸淵は全く手つかずの状況」ということを聞きました。また記念誌

を読んでいただければと思うのですが、直接現実を見た子どもたち

の参考意見、やはり同じ日本人、または同じ中学生として東北にか

ける思い、１番最初にあったように「今後もやっぱり支援していく

ことが必要なのではないか」という子どもたちの感想を大事にして

いきたいと思っております。 

 

ありがとうございました。他に何かご意見等ございませんか。 

それではここで、９月１６日に開催されました中学校の運動会、

２２日に開催されました小学校の運動会に出席いただいた委員さ

ん、課長さんに、一言ずつ感想をお願いしたいと思います。 
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 長野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤田事務局長 

 

 

 

 

 

 

  

 私は、１６日に泉川中学校の運動会に行かせていただきました。

他の中学校と違うなと思ったところは、校長先生のお話にもあった

のですが、色別に分けるのに、生徒たちはその色に合わせたＴシャ

ツを着ていました。これは去年からできたそうです。去年大変暑く

て運動会の時に子どもたちに帽子を被らせたいということになっ

たけれど、帽子を被るとはちまきで色分けするのが非常に難しいと

いうことで、Ｔシャツでということにしたそうです。非常にカラー

が強烈で、そして目に見える形だからでもあるのですが、一体感と

いうのが見た感じでも分かりました。生徒たちも真剣で本当に明る

くて楽しそうに競技をする中で、先生方も応援や実際に競技にも加

わるなど一生懸命生徒たちと活動している様子が見られました。そ

れから、競技の時頑張っているところには声援があるのですが、惜

しいとか残念とかもうちょっとという時にも、観客や地域の方が温

かい声援を送っていて、学校と生徒と地域の方たちのつながり、結

びつきの深さというものを感じて、ほのぼのとした気持ちになった

運動会でした。大変よかったです。 

 

 私は、中学校は東中、角野中を見せてもらいました。自分が現場

にいた時はそうでもなかったのですが、この２校については、先生

方の服装が上着を統一したり、背中に合言葉を書いていたりという

ような形の意識統一が見られたと思います。 

小学校は神郷、新居浜、船木に行かせてもらいました。この３校

とも、地域の伝統文化を全校で、また学年を統一して行っていまし

た。神郷小は神郷史情を４年生で、船木小は雨乞音頭を全校で地域

の人も一緒になって踊っていたという姿がありました。やはり、今

ふるさと学習というような形で、地域とのつながりということを大

事にしていく必要があるのではないかなと思っております。 

 

 １６日の南中学校の運動会に行ってきました。あいにく前日の予

定が雨で流れたのですが、その影響で種目が複数削除されてしま

い、子どもたちはせっかく練習したのにかわいそうだなと感じまし

た。お昼頃からは暑くなってきたのですが、中学生は大変元気で、

のびのびと笑いながらというか微笑みがこぼれるように競技をし

ており、本当に楽しんでいるんだなという思いを持ちました。 
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 木村総括次長 
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 加藤学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 私は角野小学校の運動会に参加させていただきました。角野小学

校の運動会はグラウンドの南側に山根グラウンドにもあります石

段の自然の観覧席があるということで、保護者の方はそちらを使っ

ての観覧ができるということで、グラウンドの中は割と子どもたち

もゆったりした形でテントを設営したり、競技をしたりしていまし

た。ゆったりしているということもあるのですが、トラックの周り

には保護者の方用に撮影スペースが設けられており、そこでたくさ

んの保護者の方が子どもたちの勇姿をビデオで撮ったり、写真で撮

ったり、熱心な応援をされているなということを感じさせていただ

きました。また、入場行進の中で、別子小学校の児童２名も参加さ

れていました。 

 

 １６日、大生院中学校の運動会に行ってまいりました。雨がたく

さん降っていたのですが、水はけもいいし整備もされていたので、

時間も予定どおり始めることができました。運動場は水はけがやっ

ぱり大事だなと思いました。小さい学校なので全部で５クラスしか

なく単級の学年があるということで、学級対抗ではなくて中１中２

中３が学年を外して全校で争うという競技があるのが、大生院の特

徴かなと思いました。小さい学校ですので、ゆったりした感じでし

た。 

２２日、高津小学校の運動会に行ってきました。高津の場合は非

常に大きい学校なので、朝などは前の道路が混雑しているのです

が、地域の方々も協力してくれて交通整理をしたり、駐車場にもた

くさん出ていただいており、大変ありがたいなと思いました。１つ

時代が変わったなと思ったのが、ダンスで今年の初任者の先生がマ

イケル・ジャクソンがしているような踊りを子どもたちとしている

のですが、男性の先生がすごく上手で僕たちの時代とは変わったな

ということは感じました。子どもたちも元気に頑張っていました。 

 

 船木小学校の運動会に行ってきました。私事ですが母校でござい

まして、数十年ぶりに行き懐かしく思いました。子どもたちは上級

生が進行係や道具の片付けなどを率先してするのですが、それが見

ていてきびきびしていて本当に気持ちの良い運動会でした。下級生

の子たちも、何もお手伝いができなくてもニコニコしながら応援し

ており印象的でした。 
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 川東中学校の運動会に行ってきました。前日の雨のため、教職員、

ＰＴＡの皆様が早朝から運動場を整備しており、３０分遅らせて９

時３０分より開始されました。ブラスバンドの素晴らしい演奏と共

に入場をして、担任の紹介をしながら子どもが作ったクラスの旗を

持って行進しておりました。全体的に競技は、先生たちと一体とな

って大勢の生徒たちが楽しんでいたことが印象的でした。 

 

 大生院小学校の運動会に行かせていただきました。昨年度は高津

小学校に行かせていただいたのですが、大生院は横井次長がおっし

ゃっていたように小さな学校で、ほのぼの感のあるとてもいい運動

会でした。種目の中に、１年生と６年生、２年生と５年生、３年生

と４年生という学年を越えたグループを作って競技が進められた

のがあり、他の学校にあるのかなと思いまして、この素晴らしい学

年差感、１年生と６年生が競技をするというほのぼの感などを感じ

て感激して帰ってきました。 

 

 ９月２８日土曜日に神郷幼稚園の運動会に行ってきました。予定

どおり行われ、天候も良く、気持ちのよい涼しい気候でした。年長

年中の各４クラス、計８１名の園児たちが運動場をいっぱいに使

い、普段の練習の成果を見せていただきました。障害走の中には、

大きいボールや小さいボールなどいろんな種類のボールを用意さ

れ、それをちりとりの中に入れて競技をするといった生活経験を取

り入れた競技内容であり、走った途中にカードが置いてあり、裏返

すと３・２・１と書かれており、出た数の段ボールを運ぶというよ

うな競技もあり、本当に年齢にあった工夫がされており、楽しく拝

見させていただきました。感動したのが保護者や祖父母の競技なの

ですが、競技内容を保護者会が考え、その後幼稚園側と一緒に検討

したということですが、背中のところにゼッケンのようなものを貼

り付けているのですが、そこにはおばあちゃんやお母さんなど参加

者の名前が書かれており、園児さんの名前も書いていて、下の方に

は子どもさんからの応援のメッセージというものが書かれており

ました。皆さん、応援を背にして「頑張るぞ」というようなポーズ

をとりながら演技しているのを微笑ましく感動しながら見させて

いただきました。幼稚園と保護者とが一体となって子どもを主役に

した運動会でした。また、発達に支援が必要なお子さんも何名かい

らっしゃったのですけど、適切なサポートがありまして、他の子ど
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 三木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もたちと一緒に自分の演技をスムーズにこなし、楽しんでいる姿が

印象的でした。本当に自信につながるような参加の仕方だったので

感動いたしました。最後にバルーンで締めくくられ、とても華やか

な運動会でした。 

 

 北中学校の運動会に行ってきました。水はけが悪いことで有名な

グラウンドですので１６日の開催も非常に心配されていたのです

が、早朝からＰＴＡの皆様の頑張り、並びに生徒の皆さんも実際に

土砂を入れるということで非常に頑張っておられました。そういう

ふうな皆さんのご努力によりまして、開催予定時刻の１時間遅れで

１０時から開催することができました。予定されていた種目からＰ

ＴＡ参加の種目のみ割愛があったのですが、他の種目につきまして

は無事予定どおりに開催することができました。とりわけ北中恒例

の生徒全員が参加します応援合戦。これにつきましては、昨年まで

は３チームあったのですが、人数が減りまして今年は２チームだっ

たのですが、１年生から３年生全員が参加しての２チームで、３年

生が１年生を教えながら応援合戦を行うというようなことを北中

ではしております。それぞれの団、今年も非常に素晴らしい出来で、

チームワーク並びにその熱気が伝わってきまして、双方とも素晴ら

しくて感動いたしました。来年度にはグラウンドの水はけも良くな

るとお聞きしていますので、さらなるパフォーマンスの向上を期待

しています。 

 

 私は角野中学校と、浮島小学校に行かせていただきました。まず

角野中学校ですが、朝グラウンドの状態も非常にいい状態で、皆さ

んが一生懸命整備されていた様子が伺えました。生徒が競技に対し

て一生懸命しているということはもちろんなのですが、競技を支え

ている審判やゴールテープの係などが、係同士で教え合う姿という

のが本部席からよく見えて、そちらの方もいいなと思いました。あ

と、来賓席の隣に敬老席がありまして、そちらの方から心温まる言

葉が飛び交い、お孫さんだけにではなく、地域の子どもたちにとい

う気持ちで本当に一生懸命応援して下さっている様子が伝わって

きて、非常に嬉しく思いました。 

浮島小学校の方は、地域の方々との合同運動会ということでされ

ていますが、児童の皆さんの可愛い演技、そして大人の方が今度は

自分たちもということで借り物競争だったり、玉入れだったり、大
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 宮内委員長 

 

 

人の方もチャレンジしながら児童の一生懸命さを見習いながら、大

人も子ども一緒に楽しんでいるような雰囲気になりました。障がい

を持たれている方もいらっしゃるのですが、それぞれに工夫を凝ら

して競技に一緒に参加できるようにサポートして下さり、皆さんも

さりげないサポートをしておられるなと感心させられております。

１つ興味深いなと思ったのが、お昼に児童を親御さんにお渡しする

時に、災害時を想定して、児童の皆さんをきちんと保護者の方に受

け渡すという訓練をしておりました。防災を意識しており、改めて

運動会というのは学習する場なんだなとこちらも勉強させていた

だきました。 

 

 １６日に中萩中学校、２２日には中萩小学校に行かせていただき

ました。中萩中学校は、やはり朝早くから、先生、生徒、保護者の

皆さんで水たまりの水を掬い取ったり、吸ったりという作業をして

いただきまして、１時間遅れで始まりました。中萩中学校の場合は

昨年と一昨年、雨の影響で短縮プログラムになるなど、通常の運動

会ができておりませんので、畑野校長先生以下先生方の願いとし

て、３年生に通常の運動会を経験して卒業してほしいという思いも

ありまして、先生方が一生懸命水を吸い取って、グラウンドを整備

していただきました。お陰さまで通常プログラムが予定どおり行わ

れまして、３年生もなんとかすべてのプログラムをこなすことがで

きたというような運動会でした。その願いも叶い、１年生から３年

生まで非常に元気のいい運動会ができておりました。 

中萩小学校の方ですが、天候は非常に良く、県下最大級の児童数

ということだけあって、天気がいいと砂埃が大変舞い上がるという

ことで、そういった運動場の中で運動会が実施されました。特に先

生方は進行の時間に気を遣って競技が行われ、人数が多い分そうい

う面に気を配っておりました。児童数も多いのですが観客の数も多

く、１番前の方は運動場にシートを敷いて座っておられ、次に立っ

て見られる方、今度は後ろに脚立を持って来ている方がおられ、脚

立も低中高と工夫されていました。そういった校庭のもとで、元気

に溢れた、喜びに溢れた運動会で大変よかったと思います。 

 

 東中学校に行ってまいりました。小学校中学校の運動会は昭和３

０年代に経験しておりますので、うんと時間が経っているのですけ

ど、子どもさんが運動会に協力的で、いろんな係で参加されていた
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 宮内委員長 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 宮内委員長 

 

 

 伊藤委員 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

のが感動的でした。私たちの頃は、走ったら１番の人は１番の旗に、

２番の人は２番の旗に、３番の人は３番の旗のところに行っていた

のですけど、今は、旗が立っているので何だろうと見ると、クラス

の旗が立っていました。昔と違うんだな、１番だったらノートと鉛

筆がもらえて、２番だったら鉛筆だったのにと思いながら、懐かし

く運動会を見ました。来賓席のあたりでは、いろんな方の交流があ

りまして、やはり学校というものは、学校だけで存在するのではな

くて、地域と結びついたのが学校なんだなということを実感させら

れました。 

 それでは、議案審議に移ります。本日の議案は、第３０号の１議

案でございますが、人事案件でございますので、新居浜市教育委員

会会議規則第３７条の規定により、この会の最後に非公表で審議さ

せていただきたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

 はい。 

 

 ご異議がないようですので、最後に非公開で審議させていただき

ます。 

 それでは、いじめ、不登校等生徒指導関係に移ります。事務局か

ら説明をお願いいたします。 

 

 お手元の生徒指導関係資料をご覧ください。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問や

ご意見等はございませんか。 

 

 Ｑ－Ｕのご説明ありがとうございました。Ｑ－Ｕの結果が初めて

出てきまして、先ほどお話をお伺いさせていただいたように、これ

まで先生方が見ていたよりも、違う角度で子どもたちの内面が見え

てくるようになったと考えてよろしいですか。 

 

 そう思っております。なお、７月末に結果が帰ってきまして、８

月中にＱ－Ｕを作った河村先生による講演や学年団での生徒理解

を進める学年会、学校職員会等を実施してもらっております。そう

いう形で、いろいろ使われているのではないかと思います。今後に
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つきましては、１１月に第２回目の調査をして、３学期にどういう

変化があるか期待していきたいと思います。 

 

ありがとうございました。それでは、その他に移ります。 

別子小中学校についてでございますが、お手元に資料を４種類お

配りしています。別子小中学校について、少し動きがありました。

先日、別子小学校に関しましての陳情があり、陳情者の意向もあり

まして、委員長として私と事務局長がその対応をさせていただきま

した。ところが、本日になりまして陳情撤回申出書が提出され、請

願としては取り扱いませんが、そのような経過があったことをご承

知ください。 

私が別子小学校の親御さんと話し合いをしました時の報告書が

あります。これは話し合いをした親御さんにもお送りし、間違いが

ないか確認して、提出しております。報告書の内容を説明しますと、

これまでの経過ですが、保護者の方としては、集団教育は必要なの

ではないか、子どものコミュニケーションを高めたいということで

模索をしたが、最終的には連合自治会と折り合いがつかないので、

署名活動を行うことになった。住民登録した方々が約１８０名、別

子山地区在住者は約１２０名でそのうち８０名から署名をいただ

いているので、この署名活動は大きな意味を持ったのだろうと発言

されました。その後、教育長室で私と４人の方たちと話をしたとこ

ろでは、４点意見を述べられました。１つ目は、休校にするかどう

かは別にして、別子山地区をなんとかしたいという思いはみんなと

同じである。２つ目は、もしも角野に行くのだとしたら、行くとき

は地域バスを利用して、帰りはスクールバスか何かの手段をとって

いただければ、教育委員会、新居浜市の負担は少ないのではないか

というご意見でした。３つ目は、別子校区連合自治会とは意見交換

が円滑に行えない状況にあるということで、署名活動をして教育委

員会に提出したということなのですけれども、お手元にありますよ

うに、今日会って、陳情撤回申出書を受け取り、お話を承ったので

すけれども、これは子どもさんの教育を何とかしたいこと、別子山

地区に学校を残したいという自治会の皆さんともう少し本音で話

し合ってもいいのではないか、話し合う機会を持とうということ

で、連合自治会と意見交換が円滑に行えない状況にあるというの

は、署名活動によって少し改善されたものだと思います。４つ目は

保護者の皆様の率直な意見だと思うのですけれども、小学校を休校
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にすると地域がもっとさびれるのではないかと地域の皆様からい

ろいろ意見を賜るのだけれども、自分たちは親としての気持ちを優

先したいという結論に至ったということでございました。報告書と

陳情書、陳情撤回申出書によく目を通してください。 

また、別子小中学校に関しては様々な事実経過、討論経過がござ

いますので、それに関しては事務局の方でまとめていただきまし

た。この内容について説明をお願いします。 

 

では、お配りしてあります別子小中学校に関する経過をご説明い

たします。別子山村と新居浜市が合併したのが平成１５年４月です

が、合併協議に入ったのは平成１３年の時点で、当時の和田別子山

村長から新居浜市の山中企画調整部長宛てに、「住民が不安として

いる点として小・中学校の存続があげられており、その理由として

は、他地区への通学は距離、時間、本人・保護者への負担が多大に

なる」ということで通知されております。翌平成１４年６月に、新

居浜市・別子山村合併協議会の合併協定項目の中に、「学校教育事

業については、引き続き教職員の資質の向上や施設の整備に努め、

教育環境の充実を図るものとする」という項目を入れられておりま

す。同年１０月には、新居浜市・別子山村合併協議会が策定した新

市建設計画の生活環境という項目の中に、「小中学校等各種公共施

設の維持存続を図る」、（１）学校教育の充実ということで、新しく

合併した市の建設計画の中で、学校教育の充実が言われておりま

す。 

その後、昨年平成２４年８月に、当時翌年度新入学予定の児童保

護者から指定学校変更希望申請に関しての要望があり、８月の教育

委員会定例会において自由討論という形で討論していただきまし

た。翌９月の定例会の中で、この申し出につきましては不採択とい

うことで決議されております。１０月に、当時の別子小中学校ＰＴ

Ａ会長筒井様から教育長宛てに、「別子小中学校に係る要望書」と

いうことで、学校存続に向けてスクールバス運行等の要望が挙げら

れておりますが、翌１１月の定例会において自由討論の後、議案審

議という形にしていただいて不採択という結果になっております。 

今年度に入りまして、７月に現在の別子小学校に通われている児

童の保護者の方から、「別子小学校について」ということで、保護

者の意見をまとめられたものが提出されて、現在７月８月９月の定

例会の中で自由討論という形で審議していただいております。１０
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月２日、１０月９日につきましては、委員長がおっしゃられたとお

りとなっております。 

 

 ただ今の経過説明について、何かご質問やご意見等はございませ

んか。 

 １つよろしいですか。平成２４年１０月３０日にスクールバスの

運行について要望したということですが、スクールバスを出すとい

うことは、要するに別子小中学校を休校にしてほしいという要望だ

ったのでしょうか。 

 

 この時の話は、別子小中学校と大島小学校は小規模特認校という

ふうに決められておりました。大島小学校は休校し、今は廃校とな

りましたが、別子小中学校については特認校ということで、新居浜

市内から別子山に行くことについては認めますよという制度は残

っています。何とか別子山を存続させたいという思いです。しかし、

行くための交通手段がないということで、６月の教育懇談会の時

に、新居浜市内の中から別子山の小中学校で勉強したいという子ど

もがいれば、教育委員会でスクールバス等を確保して、別子山へ通

学させるという話を持って行った時に、別子山がまとまらず、それ

で中断しました。そのことを１０月に申し出てきて、それでは別子

山の保護者で一致団結して以前提案した内容でいいのですか、ＰＴ

Ａの会長さんだけでは困るので全体でもう一度、市内から子どもが

来ることを認めるのかということを話し合いしてほしいと言いま

したが、それはまとまらなかったという話をもらったので、１１月

に不採択となりました。 

 

 ありがとうございました。他にご意見ご質問ございませんか。 

 

 先ほどの宮内委員長さん、また事務局の経過等を聞かせていただ

いて私が感じるのは、保護者の方が意見を出された本意、集団教育

を受けさせたいというその気持ちと、それと連合自治会長さんと話

し合いの中に加わっていただいたとあるのですが、連合自治会とし

ては過疎の地区として少しでも過疎に流れ込む要因を減らしたい

というお気持ちがあると思うのですが、私には両者とも実は本質的

には同じではないかなと思います。要するに集団教育をさせたいと

いう親の気持ちというのは、別子の小学校、中学校の児童数が多く
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なっていればいい訳でして、またそれには地区の自治会の皆様にと

っては、人口が少しでも増えるような方法があればそれをやってみ

たいという思いもあるのではないかなと思います。こういった経過

があったということは、教育委員会だけではなく、事務局の方から

あるいは教育長の方から、市長部局等にお知らせしていただき、今

後過疎の地区に関して少しでも改善できるような方策とか助成と

か、先ほど教育長さんもおっしゃられていたように下からお子さん

が上がって行って別子が潤うようなことがあるのかということを、

こういった経緯があったということを知っていただいた上で、少し

でも模索をしていただければと思います。 

 

 そこで私の報告書の教育長室での皆さんの意見にあるように、別

子山地区を何とかしたい、過疎から何とか抜け出したいというその

思いはおそらく同じで、要するにどちらから見るか、小学校の保護

者の立場として発言するのか、地区住民校区住民として発言するか

によって、結論が違ってくるのだろうと思います。問題は、私たち

が小学校に通っているお子さんたちを何とかしてあげたい、教育委

員会という立場から過疎での教育が本当にこれでいいのだろうか、

具体的に別子小学校中学校が、このまま陳情書が撤回されたからと

いって本当にこのままで保護者の方たちは満足して子どもたちを

学校に通わせることができるのだろうか、何か方法はないだろうか

ということで何かご意見ございませんか。 

 

 別子の方から出ている要望も教育のことと別子山のことですし、

それを受ける側も教育で考えていくのか、新居浜市として考えてい

くのかだと思います。１つその中で先ほど説明していただいて疑問

に思ったのは、平成１４年１０月２８日に合併協議会が策定した新

市建設計画の有効期限と言いますか、これがまだ生きていて、小中

学校を維持存続ならびに充実という方向に新居浜市がもし考えて

いるのであれば、話が変わってくるような気がしますし、新居浜市

としての考え方というのは現状どうなっているのか、分かる範囲で

教えていただけると助かります。 

 

 新市計画、合併協議会というのがありまして、合併協議会自身は

既に解散しております。新居浜市として合併協議会で決められた新

市計画の実施を全てやらないといけないかとは別ですが、やれない
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という判断はまだしていないという状況です。この項目だけではな

くたくさんあるので、それぞれについて全部今までにやりあげてき

た項目だけではないので、いつかの時点で新市計画についてどう扱

うかという判断は新居浜市の方でしていただく必要があるとは思

っております。 

  

 実は、保護者の方４名の方といろいろ話をして、３日くらい悩み

ました。とにかく、陳情書を受け取った者の責任として何か対応は

ないかいろいろ考えました。まだどなたにも話していないのです

が、１つのアイディアとして皆さんにお示しして、皆さんのご意見

を賜ればと思います。教育には個別教育と集団教育それぞれあるの

が今確かで、国語や算数というのは個別教育が馴染む科目だと思う

のです。集団教育がいい科目としては音楽かもしれない、体育かも

しれない、理科の実験かもしれません。月曜から木曜までは別子小

学校で個別教育をどんどん充実させて、金曜は朝、地域バスで角野

小学校に行って、角野小学校の同じ学年で同じプログラム、例えば

音楽とか理科とか体育をして、帰りは提案にあるように放課後児童

クラブでみんなが集まって別子に帰るという毎週月曜から木曜ま

では別子小学校で教育を受けるけれども、金曜日は集団教育を受け

るという案はどうかと思って皆さんに一度考えていただければと

思います。実は、私の子どもがアメリカに行った時に、アメリカの

小学校中学校は同じクラスだけれど、進んでいる子はどんどん先に

進んでいます。本を読んで、ここにはこんな内容が書いていました

と先生に説明して、先生からＯＫが出たら次の本に移ります。算数

は問題を解いたらどんどん先に進みます。アメリカの小学校では個

別教育をクラスの中でしているので、国語や算数はそういった方法

で別子山でも充実してできるかもしれないが、やっぱり音楽や体育

というのは集団教育が必要かもしれないので、そういった方法がと

れないかなと考えました。そして、地域の方には非常に申し訳ない

のですが、別子小学校を休校にして角野分校にしてしまうのはどう

か、角野分校だと本校に通うということで、私たち教育委員会とし

て手を差し伸べることができるのではないかというのが私の非常

に乱暴な意見でした。ただ、角野分校にしてしまうと別子小学校中

学校の歴史が途絶えてしまいます。せっかく別子地区にある歴史あ

る小学校中学校を潰してしまうのはどうかと非常に悩んで、どうす

ればいいものかと考えていました。休校にしてほしいという要望
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は、撤回書が出たので幸い休校にはしなくてよくなりましたが、保

護者の皆さんの思いはいまだに続いていると思います。地域の自治

会と話し合っても、なかなか結論が出ないうちに来年の４月を迎え

てしまうという危険性があるので、それでしたら私個人として皆さ

んにご提案ですけれども、月曜から木曜は別子で頑張ってくださ

い、金曜日は角野小学校で一緒にやりませんかというような学校を

越えた教育が可能なのかどうか、週に１回地域バスとスクールバス

を組み合わせて登下校することは可能かどうか、これ以外にもっと

いいアイディアがあるかどうか、皆さんでご審議いただければと思

います。これはあくまでも私の個人的なアイディアなので、どなた

にもお話しておりません。今ここで、このアイディアのいい点、悪

い点、もっといい案があるということを皆さんで是非考えていただ

ければと思うので、突然の提案で申し訳ないのですが、ご討論いた

だければと思うのですがいかがでしょうか。 

 

 まず、伊藤委員さんから「現在別子小中学校の件について市長部

局の対応は」というお話があったかと思うのですが、市長にはこの

経緯等については報告しています。 

次に、今言われたことについてですが、研究してみる価値はある

と思います。ただ、相手側の授業を全部１つの曜日に集めることが

できるかどうかは難しいと思います。また、先ほど運動会の報告が

あったと思いますが、遠足や修学旅行、音楽会等、また中学校では

弁論大会や総体など、そういう市の行事には合併してからこれま

で、別子小中学校の中で参加したい生徒がいたら常に参加していま

す。運動会も、別子地区でも運動会をするのだけれども、角野小学

校の運動会にも参加しますし、角野小と別子小の交流会という形で

音楽会も現在一緒にしています。その時も学級の中に入って学級に

所属してやります。学校の行事として参加しているという形です。

具体的にこれまでどれだけのことをしたか、全ては今言えません

が、私の記憶では先ほどの運動会、音楽会、総体のことが挙がりま

す。そして、その交流するための交通費は支給していると思います。 

 

 私の提案は、今まで学校行事は別子小学校と角野小学校が一緒に

してきたけど、それ以外に授業を一緒にやってみないかということ

です。ただ、これは受け入れる角野小学校の方に非常に負担をかけ

ることになるのではないか、実際に実践するとなると大きな問題が
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生じるのは承知しておりますが、そうすると、別子山の保護者の方

の「集団教育を受けられない」「子どものコミュニケーション能力

を高めることができない」というご不満は、少しは解消できるのか

なと思います。例えで金曜日と言いましたが、月や週によって曜日

を変えるとか方法はあると思います。 

 

 宮内委員長さんのお話を聞いていて思ったのですが、特別支援教

育の中で、通級制度という別の学校にも行って勉強する制度がある

と思います。それは特別支援教育の枠内だと思いますが、別子山の

生徒さんというのはある意味サポートを必要とする方と考えれば、

今ある枠組みを広げる形でうまくいく方法が見つかればいいな、そ

の通級制度の違う形、拡大版のようなもので何かできればと思いま

す。ただ、学校の制度上というのはきっちり決まっている中で動い

ていますので、本当に難しいことだとは思うのですが、やはり子ど

もがこの学校に行ってよかったなとか、あそこであのような教育を

受けて本当に良かったなというような思いを保護者の方に持って

もらえるように、何とかできることはして差し上げたいと思いま

す。できないことは仕方ないので、できない部分は保護者の皆さん

に分かっていただいて、できる範囲で何か策があればなと思いま

す。 

 

 宮内委員長が言われていた具体的なお話というのは、ここで委員

長さんのご意見を基にお話しすることはできるのですが、より広く

意見を求めて頂いて、やっぱり子どもに近い現場の先生方にも考え

ていただくのが一番理想的ではないか、ここで出来上がったものを

現場に押し付けてもしょうがないなと思います。そういった意味

で、今年度秦校長先生が角野小学校と別子小学校を兼任していただ

きましていろいろ考えていただく中で、今年の別子校区の教育懇談

会の中で「角野小学校の遠足に参加して、お友達ができて非常に良

かった」という子どもさんの感想が聞けて、私共にとっても非常に

良かったという喜びがありました。校長先生も含めて学校の先生方

は一生懸命考えていただいているのではないかなと思いますし、よ

りそれが少しずつ身になっていけるような方向で皆さんに頑張っ

ていただきたいなと思います。 

ただ、私が一番気にしていることは、先月もお話させていただい

たのですが、今回保護者の皆様が意見を取り下げたということで別
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子小学校は存続するのですけれども、今後障がいを持たれた方が別

子小学校に進路希望をされた時に、果たして旧新居浜市内の学校と

同じような教育、支援ができるのかどうか、例えば支援員さんを派

遣するようなことにおいて予算を確保していただけるのか等、そこ

はやはり局長をはじめ皆さんで、事前によく調査していただきたい

なと思います。 

ただ、具体的に子どもたちの移動とか、曜日のカリキュラムにつ

いては、お子さんにより近い先生方が意見を出していただいた方が

よろしいのではないかなと思います。 

 

 今日、陳情撤回書を見て非常に驚いております。どういうふうに

考えたらいいのだろうと思っているのですが、やはり別子地区の中

でまだまだ議論がこれからも二転三転していくのかなという感じ

がします。保護者の方の思いというのは最初からずっと、市内の子

どもたちと同じような教育環境、集団の中で学習させたいという思

いで来られているし、地域の方は地域の方の思いがおありでしょう

から、なかなかすぐに結論は出ないと思うのですが、小中学校の存

続ということについては、皆さん考えておられるのではないかなと

思います。宮内委員長さんの報告書にもありますように、別子山地

区を何とかしたい、過疎から何とか抜け出したいという思いは皆さ

ん同じですし、教育委員会もまた同じ思いでいると思います。その

具体的な方法について、先ほど教育長さんから実際やっていること

のお話がありましたが、誰かにしてもらうということではなく、地

域の方、教育委員会、そして保護者も入って、休校するかどうか以

前にまず、何とかして子どもたちにこの別子に来てもらえるような

魅力のある学校にするというようなことを議論する場を持てたら、

保護者の方にとっても、みんなでそのようなことを考えているとい

う思いがあれば、相反したままでいるよりは、地域の方と結びつき

とかお互いの意思の交流もできるし、分かり合える部分も出てくる

のではないかと思います。それがどういうふうにしてできるかは私

自身も分からないところもあるのですが、例えば自治会の会長さん

とか、それぞれの地域の中心になられる方々と保護者と市で関わっ

て、定期的に何か具体的な話をしていくというようなことはできな

いものなのかと考えます。それは直接的にすぐに結果が出るという

問題ではないので、子どもたちのこれからの進路については課題が

残るのですが、このようなことをしないと、同じ地区に住みながら



 21 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長野委員 

 

 

 阿部教育長 

 

 宮内委員長 

 

 

 三木委員 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

気持ちの上でわだかまりを持って生活していくというのも、地区全

体として、新居浜市としてもあまりよろしくないことなのではない

かと思います。非常に抽象的な話ですが、そのように考えておりま

す。 

 

 平成２３年の時から、生徒が減る、休校しなくてはいけないとい

うことは分かっていたから、何とか子どもを増やしたいというよう

なことを提案してきたのだけれども、理解が得られませんでした。

もう一つ言えば、平成１５年に何とかしたいということで、山村留

学というのを提案しました。教員住宅を保護者へ転用を図るという

ように特例を設けて規則を改正し、利用された方もありました。し

かし、時間、距離、子どもの体力差を考えると、大島と新居浜市内

との距離、別子と新居浜市内との距離を考えた時に、やはり限界が

ありました。成長期の子どもの体力にとっては、あまりにも大島と

別子は違いすぎました。そういうことで、工夫したことも受け入れ

られなかったことが今一番残念に思っています。しかし、関係者全

部がよかったというような思いを持てる方策でなければ、行った子

どもが苦しい、辛いような思いをすることは推薦できないので、頓

挫した訳です。 

 

 その時に、地域の方とか地元の方から、何か提案はなかったので

すか。 

 

 保護者は、角野に下りるという意見です。 

 

 今と全く同じ議論が続いているのですね。他に何かご意見はござ

いませんか。 

 

 今決めれる問題ではないのかもしれませんが、今日の段階で、来

年度に向けて今後どうしていったらいいのかという点、例えば、入

学のタイムリミットだったり、休校するかしないかのタイムリミッ

トだったり、今年度はこうするけれども来年度以降はこうすると

か、そういうスケジュールはどのようにお考えですか。 

 

 請願書が取り下げられて、休校ということについての要望がなく

なりました。そして、教育委員会としてもアンケート調査をして各
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児童にも思いを聞いたところ、今現在在籍している２名のうち１家

庭１児童は「別子にいたい」と、２回確認して２回とも言われてい

ます。今、教育委員会では校区制というのがあって、そしてその学

校へ行きたいという児童がいます。この児童を、意見が分かれてい

るからということで、角野に行かせますか。事務局長や学校教育課

長に聞いてもらったところ、この児童は「自分は別子小学校でよか

った」と言っています。それなのに、「いや、それではいけないの

でこちらの校区の学校に行きなさい」と、夏場で４０分、冬場バス

が通れない場合は三島経由で１時間２０分かかる通学をさせるの

かどうか、他の子どもよりも朝１時間、夜１時間は睡眠時間等が減

ってきます。そういうことも考えて、新居浜市教育委員会で「別子

小中学校を潰します」とは、私は言えません。学校の存続というこ

とは、最終的には市長決裁の話にはなると思いますが、自分はその

ような提案はしません。それだけ地域を愛して、そこでやりたい、

そこで過ごしたいという子どもがいるという報告を受けています

ので、その子どもも支援する必要があるということだと思っていま

す。それともう１つは、法的に別子山校区があるということで、休

校の要望を取り下げたとしたら、規則どおりにしていくしか方法は

ありません。ただ、宮内委員長さんが言われたように、今までは単

発的だったけれども、曜日で決めて行くというような１つの取組方

によって、どれだけコミュニケーション能力を高めたり、集団生活

を楽しむことができるのかというのは、１つ意義があるのではない

かとは思います。しかし、それが可能であるか、それで納得される

のかということもありますので、それは今後のことだと思います。

まずは清々粛々にやっていくのが教育委員会だと思っていますの

で、ルールどおり判断するべきだと私は思っています。 

 

 今教育長さんの発言にありましたように、請願もなくなった以

上、別子小学校中学校を休校にするか廃校にするかという議論は、

教育委員会としては馴染まないもの、存続するのは当然だと思って

おりますので、この議論はとにかく別子小中学校は存続するという

前提で進めたいと思っています。 

みなさまのご意見を承りますと、これまで、１番は山村留学、２

番はスクールバスを運行して別子小学校中学校に子どもさんを送

りたいという取組、３番目は角野小学校と行事を合同でしていると

いう取組、こうやって教育委員会として様々な取組をしてきたとい



 23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 宮内委員長 

 

うことは事実だと思うし、それは別子山地区の皆さん、新居浜市民

の皆さんにご理解いただきたいということが第１点です。 

第２点としては、別子小学校をめぐる問題として、別子小学校の

保護者の皆さんと地区住民の方との話し合いや融和といったこと

も大事な要素だと思っております。これに関しては、今日陳情が撤

回され、「これから地区住民の方と私たちとで話し合いをします。」

とおっしゃられた時に、個人的に、「もしよろしければ、私は教育

委員会の責任者ではない、いちオブザーバー、新居浜市民として参

加してもよろしゅうございます」とお伝えしています。地区の皆さ

んで、いろいろと融和が進めばいいなと思っております。 

３点目は、これからどうしていくかという点です。これが私たち

にとって１番大きな問題だと思います。１つ目は、伊藤委員さんが

おっしゃったように教員補充についてです。もしも何か障がいを持

たれている方がいらっしゃったら、その時には何とかこの教育委員

会として柔軟に対応できないかどうか、とにかく今の小学校を充実

していきたいというのが伊藤委員さんのご意見だと思います。もう

１つとしては、月曜から木曜までは別子小学校で、金曜日は角野小

学校でというような特別通教制度みたいなことをしてみてはどう

だろうかというアイディアに関しても、伊藤委員さんがおっしゃる

ように、それが学校に本当にできるのかどうか、学校の先生はそれ

を評価するのだろうかという疑問があるのは確かだと思います。こ

のようなことが、今日の議論の内容だと思うのですけれども、他に

何かございませんか。 

 私のご提案なのですが、宮内案について、２つお願いがあります。

伊藤委員さんが言われましたように、このようなことが本当に可能

なのかどうか、具体的にどのような印象を持っているか、学校の先

生に直接訪ねていただきたい。また、制度上可能かどうか事務局で

検討していただきたい。教育委員会としても保護者の方の要望に何

か少しでも答えたい、一歩でも何か良くしたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 

 今言われたことに関しては、ここで議決ではなくて、まず事務局

で考えさせてください。 

 

 次の教育委員会までに何か情報を賜ればと思いますので、よろし

くお願いします。それでは、別子小学校についての議論を閉じさせ
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ていただきます。 

その他、何か連絡事項はございませんか。 

 

学校給食費未納状況を報告させていただきます。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

 ありがとうございました。その他に連絡事項はございませんか。 

 

８月の定例教育委員会においてご説明させていただきました毎

年度行っております教育委員会の事務事業の点検評価につきまし

て、先般９月２７日に評価委員の方々に説明会を行いました。３名

の委員さんに、各課から選定しました１０の事業について事業内容

等の説明を行い、その後質疑応答を行って、ご意見をいただくうえ

での参考としていただきました。今後におきまして、３名の委員さ

んから意見書を１０月１１日までに提出していただき、各担当課に

おいて今後の取組の方向性についての案を作成いたします。つきま

しては、その素案ができ次第各教育委員さんに送付させていただき

ますので、お目通しいただきまして、１１月の定例会においてご意

見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 その他に何かございませんか。 

それでは、次回の定例会の開催日を決めさせていただきたいと思

います。１１月の定例会は、１１月７日木曜日の１５時から開催さ

せていただきます。 

それでは、平成２５年第１０回新居浜市教育委員会定例会を一度

閉会いたします。ありがとうございました。 
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